
令和７年度（２０２５年度）
道徳教育パワーアップ地区別研修会

研修１ 「演習１『道徳科の授業づくり』」

２ 道徳科授業力向上手引書をもとに授業づくりのポイントを説明（１５分）

演習の流れ

３ 教材を使って中心発問づくりまでの演習（２５分）

目的 授業づくりの手順が分かる

１ 道徳科の授業で悩んでいること（５分）



演習１「道徳科の授業づくり」

１ 道徳科の授業で悩んでいること（５分）
※Ｒ７年度 ６月実施の道徳教育実施状況調査より

日頃、道徳の授業づくり等で悩んでいることや本研修会で学びたいこと



※Ｒ7年度 ６月実施の道徳教育実施状況調査より

（校／４４校中）

道徳科の授業づくりや授業においての課題は何ですか？
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考え、議論する道徳の実現

各教科等や体験活動等と関連づけた授業づくり

指導方法（発問、話合い、板書等）の工夫

タブレット端末の活用

ゲストティーチャーの活用

評価の在り方

児童生徒の実態や内容項目、教材を踏まえねらいを設定すること

その他

３３校

２６校



※Ｒ７年度 ６月実施の道徳教育実施状況調査より

（校／４４校中）

授業づくりに「道徳科授業力向上手引書」及び「リーフレット」を活用して、
参考になった点を選んでください。

0 10 20 30 40 50

内容項目→児童生徒の実態→教材の活用の順で

学習指導要領 道徳編の内容項目の確認の仕方

導入の工夫例

書く活動の工夫例

表現活動の工夫例

話合いの工夫例

板書を生かす工夫例

ＩＣＴの活用例

道徳科の評価の進め方

・昨年度、校内研修等で活用………２８校（＋５）
・今年度、校内研修等で活用……… ２校
・今年度、校内研修等で活用予定…３４校

八代教育事務所HP
・授業づくりステップシートの活用………‥３０校
・研修会のスライド活用‥‥‥‥‥‥‥‥…２６校



演習１「道徳科の授業づくり」

２ 道徳科授業力向上手引書をもとに授業づくりのポイントを説明（１５分）

教材：償い(学研ｐ１５２～１５５)

内容項目：
人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生き

ようとする心があることを理解し、人間として生きることに喜
びを見いだすこと。

学年：中学校２年生

来週の授業は・・・

授業づくりは、何からはじめたらいいのだろう。



授業づくりは、何からはじめたらいいのだろう。

①内容項目や道徳的価値の確認

②指導の要点等をもとにした児童生徒の実態把握

③教材の活用

上に示した道徳科のお団子は一番上の内容項目
から食べていきましょう。

内容項目→児童生徒の実態→教材の活用、この
手順を大切にして道徳科の授業づくりを行いま
しょう。

授業づくりの手順



１

２

３

学習指導要領解説（特別の教科 道徳編）
の内容項目のページで道徳的価値を確認
しましょう。

① 道徳的価値を確認する

授業づくりの手順



内容項目

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「特別の教科 道徳編」Ｐ６８～６９



２２ よりよく生きる喜び
内容項目
（道徳的価値）中学校の内容項目

道徳的価値

人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心

があることを理解し、人間として生きることに喜びを見いだすこと。



１

２

３

ねらいとする道徳的価値につい
てどのようなことを指導するのか
理解するために、内容項目の概要
や指導の要点を読みましょう。

② 内容項目の概要や指導の要点を確認する

授業づくりの手順



発達段階ごとに
指導の際、
大切にしたいことが！

児童生徒の実態把握を
行う際のヒント

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「特別の教科 道徳編」Ｐ６８～６９

内容項目の概要

指導の要点

気高く生きようとする心とは、、、、

道徳的価値について解説が！



１

２

３

③ 児童生徒の実態をもとに本時で考えさせ
たいことを決める

指導の要点を確認しながら，ね
らいとする道徳的価値についてこ
れまでどのような指導を行ってき
たか，その結果としての児童生徒
のよさや課題を確認し，本時で考
えさせたいことを決めましょう。



指導の要点から抜粋

■指導に当たっては、まず、自分だけが弱いのではないことに気付か
せることが大切である。弱さや醜さだけを強調したり、弱い自分と気
高さの対比に終わったりすることなく、自分を奮い立たせることで目
指す生き方や誇りある生き方に近付けるということに目を向けられる
ようにする必要がある。
さらに、人間がもつ強さや気高さについて十分に理解できるように
することが大切である。先人の気高い生き方などから、内なる自分に
恥じない、誇りある生き方、夢や希望など喜びのある生き方を見いだ
すことができるようになる。生徒が、自分の弱さを強さに、醜さを気高
さに変えられるという確かな自信をもち自己肯定でき、よりよく生きる
喜びを見いだせるような指導が求められる。

指導の要点

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「特別の教科 道徳編」Ｐ６９

生徒の実態は
どうだろうか…
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こんなことを
考えさせたい！

こんなことに
気付かせたい！
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３

こんなことを
考えさせたい

こんなことに
気付かせたい

① 教材を吟味する

指導の意図、児童生徒の実態をもとに、教材の
どの場面を取り上げて話し合うのかを考えます。



１

２

３

② 本時のねらいを決める

教材吟味で話し合いたいと考えた場面が
ねらいにつながります。

（〇〇の気持ちを話し合う）学習を通して

（〇〇に気付き、□□しようとする）
判断力・心情・実践意欲・態度を育てる



１

２

３

③ 中心的な発問から考える

教材文の考えさせたい部分（ねらいの学習活動
の部分）を中心的な発問にするとよいでしょう。

1時間の授業の展開を考える際は、「導入」からではな
く「展開」の中心的な発問から考えます。



演習１「道徳科の授業づくり」

３ 教材を使って中心発問づくりまでの演習（２５分）



授業づくりステップシート

内容項目，道徳的価値を学習指導要領解説で確認

内容項目
（道徳的価値）

内容項目：人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く
生きようとする心があることを理解し、人間として
生きることに喜びを見いだすこと。

道徳的価値：〇自らの弱さや醜さを克服する強さ
〇気高く生きようとする心
〇人間として生きることへの喜び

例



①道徳的価値に関する児童生徒の実態は？（指導の要点を参考に）

②この授業でこんなことを考えてほしい，こんなことに気付いてほしい

児童生徒の実態

授業づくりステップシート

・自分も含め、誰でも弱い心や醜い心をもっていることは共有できているな…

・自分自身の弱さや醜さについては認識しているが、その弱さや醜さとしっか

り向き合って、自分自身に打ち勝つことが、よりよい生き方や誇りある生き

方につながるととらえている生徒は少ないな…

・これまでの失敗や過ちなどと向き合い、「謝ったから解決した」や「あの件

はもう終わったこと」としてしまうのではなく、その後の生活で反省の姿を

示していくことや自分の課題を克服していくことが、相手や自分を大切にす

ることにつながることに気付かせ、人として誇りある生き方にしていこうと

する態度を育みたい。

・間違えたり失敗したら恥ずかしい（でも嘘ついたり、ごまかしたり…）
・誇りある生き方とは？（信念を貫く、自分が納得できる生き方…）

例

例



中心的な発問

教材の活用 教材を吟味
・考えさせたいところに線を引きながら・・・
・どのように活用し，どのような学習を行うのか考えながら・・

ねらい

授業づくりステップシート

（ ）活動を通して

（ ）
態度を育てる

よりよく生きるとはどのようなことなのか考える

自分の弱さや醜さと向き合い、ともによりよく生きていこうとする

さだまさしさんは、どんな思いで涙が止まらなかったのだろうか

(補助的な発問)
さだまさしさんが、この曲で伝えたいことは何だろうか

例

例

例
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道徳教育用郷土資料「熊本の心」授業づくり委員会
平成３０年度、３１年度（令和元年度）から全面実施となった
「特別の教科道徳」に対応した、学習構想案の作成・HP掲載
を通して、教員の更なる授業力向上及び授業改善を図り、児
童生徒の道徳性の育成につなげる。

令和６年度までに
小学校低学年 ３本
小学校中学年 ５本
小学校高学年 ４本
中学校 ４本
合計１６本を掲載

八代教育事務所ＨＰ
道徳教育関係（掲載予定一覧）
□授業づくりステップシート
□Ｒ６パワーアップ地区別研修会スライド
□Ｒ７パワーアップ地区別研修会スライド
□「さよならの写真」（中学校熊本の心）構想案等
□「〇〇〇〇〇〇」（小学校熊本の心）構想案集


